
































日本と中央アジア各国との外交関係の樹立は 1991 年 12 月国家承認および 1993 年 1 月にウズベキスタンと
カザフスタンにおいて日本大使館が開設されたことから始まる。1990 年代前半中央アジアの中でもキルギス共
和国は（以下キルギスと略）、日本政府の関心をもっとも引いていた。アスカル・アカエフ（1944 年生まれ）
大統領の民主化の促進政策の影響もあって、1992 年 4 月渡辺美智雄外務大臣がキルギスを訪問する。 
1994 年 4 月カザフスタン大統領のヌルスルタン・ナザルバエフ（1940 年生まれ）、5 月にはウズベキスタン
の大統領イスラム・カリモフが（1938 年生まれ）日本に公式訪問する。その結果、1997 年までにウズベキス




上海協力機構 SCO（以下 SCO と略）の枠組みを利用して中国は、エネルギー資源の確保及び新疆ウイグル
自治区と隣接する中央アジア諸国との関係を良好にすることで、国内における民族問題の解決を狙っている。 
このような状況におかれた日本は、中央アジア政策を制度化し再編成する必要があった。上海協力機構（SCO）

































































1991 年 12 月末の中央アジア諸国の独立は、バルト諸国のように大衆的な独立運動によって、達成されたも
のではなく、ソ連邦が自壊するなかで選択された最後の道であった。しかし、帝政ロシア統治以来の近代歴史
を振り返るならば、この独立が中央アジア史上画期的な意義を持つことは疑いがない。 
ミハイル・セイゲーエブィチ・ゴルバチョフ書記長がソ連崩壊を防ぐため 1991 年 8 月 19 日に「新連邦条約」
の著名式を開催する予定だった。この条約によると、ほとんどの権利が共和国に与えられ、中央政府の権力が最
低限化される。条約の著名に共産党執行部の一部が反対し、8 月 18 日から 21 にかけてクーデタが起こす。ソ
連副大統領保守派のヤナーエフが主人公となった事件が、エルツィンを中心にした市民抵抗により失敗に終る。 
1991 年 12 月 8 日ベラルーシのベロヴェーシの森で秘密会議が開催され、ロシアからエルツィン大統領、ベ
ラルーシのスタニスラフ・シュシケビッチ最高会議議長、ウクライナのレオニード・クラフチュク大統領が参
加する。その結果、独立国家共同体 CIS が形成されソ連崩壊の最後の一歩となった。 
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 表-1 主要経済指標等 
 






















                                                          
 
2 Friedrich Heinrich Alexander, Freiherr von Humboldt, （1769 年 9 月 14 日 - 1859 年 5 月 6 日）はドイツの博物学者
兼探検家、地理学者。 
3 Данные о количественном составе населения относятся к 2013 году (см. Интернет-статьи о населении каждой страны 
отдельно). 
4 Бори ́с Анато ́льевич Литви ́нский (17 апреля 1923, Ташкент — 20 августа 2010, Москва) — советский 
археолог, доктор исторических наук (1970), академик АН Таджикской ССР (1985), затем Академии наук 
Республики Таджикистан 
5 Литвинский Б.А. Исторические судьбы восточного Туркестана и Средней Азии (проблемы этнокультурной общности) // 






































                                                          
 
6 Гаджиева Н.З. Тюркские языки // Лингвистический энциклопедический словарь. – М.: Сов. энцикл., 1990. – С. 527-529. 
7 Abramzon Saul Matvei (Абрамзон Саул Матвеевич) (July 3, 1905 – 1977) was 
a scientist-ethnographer, Turkologist, and specialist in Kyrgyz ethnology. 
8 Valery Pavlovich Alekseyev  (Валерий Павлович Алексеев, 22 August 1929 – 7 November 1991) was 
a Russian anthropologist, director of the Institute of Archaeology in Moscow (1987–1991) and member of the Soviet 
Academy of Sciences. 
9 Lev Vasilievich Oshanin (Лев Васильевич Ошанин) (March 9, 1884 - January 9, 1962) was a Soviet professor, 
doctor, anthropologist, and founder of the department of anthropology at Tashkent University in Tashkent. Oshanin 
was most notable for his anthropological work in Central Asia. 
10レフ・ニコラエビッチ・グミリョフ（ロシア語: Лев Никола ́евич Гумилёв 、1912年 10月 1日 - 1992年 6月 15日 ）
は、ソビエト連邦の歴史家、民俗学者、人類学者. 








































 1991 年 8 月下旬から中央アジア諸国が次々に独立を宣言する。最も連邦維持に期待をかけていたカザフス
                                                          
 
12 Толипов Ф. Некоторые теоретические аспекты центральноазиатской геополитики // Центральная Азия и Кавказ, 2001, №. 6 
(18). 
13 綿花の生産高を水増しして、不正利益を得ていた事件 
14 宇山智彦 編著、「中央アジアを知るための 60 章」【第 2 判】、明石書店、2010 年 2 月 10 日、pp91-93。 
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17 宇山智彦 編著、「中央アジアを知るための 60 章」【第 2 判】、明石書店、2010 年 2 月 10 日、94 頁。 
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 タンも同年 12 月に独立する。西欧諸国や日本などが中央アジア諸国の独立承認を次々発表し、これが独立運
動の形成過程を促進させる。 
 独立後、各国の政権が重要な課題として掲げたのは、独立国家体制の強化と、経済の再建であった。この２









などにおいて 90 年代民族運動が激化した際、カリモフの介入により内争を避けることができた。 







当時は約 418 万人、2012 年時点で約 517 万人（世界銀行による））であるにもかかわらず、ウズベキスタン、

















                                                          
 
18 Linz, Juan J. and Alfred Stepan [1996] Problems of Democratic Transition and Consolidation: Southern Europe, 
Aouth America, and Post-Communist Europe, Baltimore: The John Hopkins University Press.pp387-397. 
19 宇山智彦 編著、「中央アジアを知るための 60 章」【第 2 判】、明石書店、2010 年 2 月 10 日、pp208-209。 
20 宇山智彦 「政治制度と政治体制」、岩崎一郎・小松久男・宇山智彦編『現代中央アジア論―変貌する政治・経済の深
層』日本評論社、2004 年、56 頁 
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22 岡奈津子、「カザフスタン」、『中央アジアを知るための 60 章』【第 2 判】、明石書店、2010 年 2 月 10 日、202 頁 
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 1991 年 8 月のクーデタが中央アジア諸国リーダーの思考を変える。いかにしてモスクワの影響力を最低限
に抑えるかが課題となる。同年 11 月に「ノボオガリョボ交渉」プロセスが始まり25、旧ソ連 7 か国の大統領が
「独立国家連邦」の設立案に著名する。しかし、ウクライナがこれに異議を表明する。ゴルバチョフがウクラ




イナを説得することであったが、参加者の議論の結果、新たなメカニズムが形成される。続いて 12 月 21 日、
カザフスタンでの首脳会議にグルジアを除く 8 か国も参加してアルマトイ宣言に調印し、1993 年にはグルジ
アも含めて 12 か国すべてが加盟する。 
 奇妙なことに、カザフスタンにおいて CIS が本格的に形成され、ソ連崩壊プロセスが終了するものの、カザ
フスタンがソ連崩壊をもっとも望んでいなかった国である。その一つの例は 1992 年カザフスタンのナザルバ
エフ大統領が提唱した「ユーラシア連邦」構想であった。 





従って、これらの諸国が CIS 仕組みにおける統合プロセスに消極的かつ抵抗感があった。 
 CIS が設立された当時、中央アジア諸国の加盟が必ずしも独自の性格を持つものではなかった。独立宣言し
たばかりの諸国が様々な問題に直面し、これらを自力で解決するのが困難であった。CIS 加盟が独立準備課程
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 を促進させるためにも利用された。 
 CIS に対する理解が不足していたにも関わらず、中央アジア諸国は CIS の設立国としての加盟に関わった。
同時に、各国は自国の主権を守ろうとし、CIS に加盟しても旧ソ連のような国の再形成には反対していた26。
特に、自国の独立を懸念するトルクメニスタンなどが CIS に対して後ろ向きになる27。 
 CIS が設立後、暫く中央アジア諸国の独立を確保させる場として利用される。1992 年 2 月、3 月、5 月国家
首脳会議の議題もこれを示している。ソ連崩壊の後始末をどのようにするのか、この時期の会合のアジェンダ




 CIS 仕組みの効率が低いといわれる。その理由は加盟国の対外政策や CIS にかけている期待や、目的などが


























 日本の中央アジア外交を次の三つの段階に分段することができる。最初の段階はソ連崩壊から 1997 年まで
の期間を含む。1993 年の日本側の外交青書によると、日本は中央アジア地域をエネルギー安全保障の観点から
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572-586 
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 日本外務省は、外交実施体制として、1993 年 1 月に中央アジアの中で人口の多いカザフスタンとウズベキ
スタン、欧州部のウクライナ、ベラルーシに大使館を開設した（ベラルーシは臨時代理大使が駐在、他の３ヵ
国では本任大使が駐在）36。外務省では、同年 4 月 1 日、欧亜局内に新独立国家 11 国との関係を担当する「新
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quarterly. vol 3.p.130. 
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32 И. Комиссина. Япония и Центральная Азия: партнерство набирает силу, Центральная Азия и Кавказ, 1999, 
№ 2, с. 84. 
33 上述と同じ、82 頁。 
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35 Japan signs nuclear pact with Kazakhstan, Reuters, 02.03. 2010: (http://uk.reuters.com/arti-cle/ 
idUKTOE62107120100302)  
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3. 日本との歴史的、文化的な紐帯を有する       
 戦略としては、NIS（CIS）諸国との長期的な信頼関係樹立を目的に、重層的に関係強化を図ることにした。
具体的な政策としては以下の点に重点が置かれた41。 
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諸国・コーカサスに注目する53。   
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